事業完了実績報告書の提出について（令和４年補正サバイバル（車両））
　　　　　　　　　　　　　　　　（令和５年当初サバイバル（車両））

　補助金の交付決定を受けた方は、補助対象事業（車両の登録）が完了したときには、補助対象事業の完了日（車両が新規登録された日）から１か月を経過した日までに完了実績報告書を提出してください。
　領収書の発行が間に合わない場合は、一月以内に実績報告書を提出した上で、「まだ支払は済んでおらず、△月に支払う見込みです。ついては△月までに領収書を提出いたします」旨記載した理由書を添付してください。
※補助対象事業の完了日から１か月を経過した日が４月１０日を経過する場合においては、４月１０日までに提出する必要があります。なお、４月１日以降の日付となった領収書に　　ついては額の確定が出来ませんので、ご注意ください。
　
例１）補助対象事業の完了日：11月 １日　→　完了実績報告書の提出期限：12月１日
　例２）補助対象事業の完了日：３月20日　→　完了実績報告書の提出期限：４月10日

【提出時の注意】
· 提出部数は４部（原本１部、コピー３部）となります。
（※申請者控えが必要な場合は５部ご用意してください）
· 提出部数のうち１部は以下の必要書類のうち(1)､(2)及び(6)（リース会社が申請する場合は(1)、(2)､ (6)及び(7)）のみで構いません。
· 提出書類はすべてＡ４片面とし、製本（糊付け・ホチキス止めを含む。）はせずにクリップ止めとしてください。
· 書類は最小限にまとめてください。写真もコンパクトにまとめてください。
· 複数台の車両導入など、見積書や請求書が多岐にわたる場合には、審査を簡素化するために算出明細を作成するとともに、明細の各項目と見積書・領収書に通し番号を　振り、突合できるようにお願いします。
（コピー）
書類(1)､(2)､(6)
（ﾘｰｽ会社は(1)､(2)､(6)､(7)）
（コピー）
書類(1)～(6)
（ﾘｰｽ会社は(1)～(8)）
（コピー）
書類(1)～(6)
（ﾘｰｽ会社は(1)～(8)）
（原本）
書類(1)～(6)
（ﾘｰｽ会社は(1)～(8)）











【完了実績報告書の提出書類】（記載方法は記載例をご確認ください）
　
(1)　令和４（５）年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域公共交通バリア解消促進等事業）事業完了実績報告書（様式第4-6）
　
　(2)　令和４（５）年度：地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域公共交通バリア解消促進等事業）事業完了実績表（様式第4-6別紙2）

　(3)　補助対象事業に係る自動車検査証の写し

　(4)　補助対象事業に係る請求書の写し（登録番号等、購入費用の内訳（オプション、諸費用、車両本体各）及び車名・グレードが確認できるもの）

　(5)　補助対象経費の支払いを証する書面（領収書の写し等）
  (6)　補助対象事業に係る事業用自動車の写真（自動車の前面及びスロープ又はリフトを　使用可能にした状態の写真）

　(7)　令和４（５）年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域公共交通バリア解消促進等事業）支払請求書（様式4-9）

　※リース会社が申請する場合は上記書類に加えて次の書類が必要となります。
　
(7)　貸与する車両・船舶の状況（様式第4-6別紙2-2）
　
(8)　自動車リース契約書
　
　※その他、以下の状況に応じて上記書類に加えて次の書類が必要となります。
　
　
○　様式4-6別紙2において、「補助対象経費」と「実施額」に差額が生じた場合
· 差額が生じた理由を記載した「理由書」
　
○　提出期限内に完了実績報告書に「(5)補助対象経費の支払いを証する書面（領収書の写し等）」を添付して提出できない場合
· 支払予定日や当該書面の提出予定日を記載した「理由書」

○　リース会社の場合であって、自動車リース料金から補助金相当額を減免せず、タクシー事業者に補助金を渡す場合
· タクシー会社へ補助金を渡す旨を記載した「理由書」

※事業を取りやめる場合、取下げ願いを提出してもらいます。
また、取下げの場合でも口座情報の提出は必須となりますので、ご承知　おきください。
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